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直流化記念絵画コンクールで
　　　　　　　　敦賀駅長賞を受賞！

敦賀駅の乗降客を美浜に誘客

ＪＲ北陸線･湖西線直流化開業　
京阪神と直結する新快速電車が敦賀駅に乗り入れ開始

敦賀駅長賞を受賞された下本裕太さん

1番列車が到着した敦賀駅ホームの様子

　10月21日、JR北陸線と湖西線の直流化に伴い、JR敦賀駅
と京阪神を乗り換えなしで結ぶ新快速電車の運行が開始さ
れました。
　新快速電車が到着する敦賀駅のホームでは、京阪神からの
大勢の乗客を乗せた１番列車の到着にあわせて到着式が行わ
れました。
　また、直流化を記念して敦賀駅周辺では、さまざまなイベ
ントが開催され、多くの人で賑わいました。

　町の小浜線利用促進協議会では、新快速電車の乗り入
れなどにより、乗降客の増加が見込まれる敦賀駅の各
ホームや周辺に本町への誘客を目的とした観光看板を設
置しています。
　各所に設置された大きな看板には、三方五湖やへしこ
などの紹介とあわせて、「美浜町へは敦賀駅より小浜線
に乗り換えて約20分」と町へのアクセスが記載されて
おり、小浜線の利用促進とあわせて、町への誘客効果が
期待されます。
　

　到着式に引き続き、プラザ萬象で「敦賀･関西 新快速直通化開業記
念大会」が開かれました。
　式典では、西川知事が「今回の直流化で、関西圏と嶺南地域が１つ
のネットワークで結ばれ、交流人口を拡大する絶好の機会である」と
あいさつされ、約600人の参加者と新たな出発を祝いました。
　また、開業を記念した絵画コンクールで、下本裕太さん(弥美小学
校3年)が敦賀駅長賞を受賞され、壇上で表彰を受けられました。

直流区間
交流区間

琵琶湖

長浜

米原

近江塩津

敦賀

小浜線

近江今津

近江舞子

山科
京都

大津

永原

美浜 直流化された区間

敦賀駅ホームに設置された観光看板
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直流化にあわせて周遊バス
「ラムサール号」が出発！

直流化を記念して
　　「三方五湖ラムサール･
　　　　　　　ぐるっとサイクリング」

　JR西日本では、直流化開通記念として、小浜線・湖西線・北陸線
(小浜～米原間・小浜～近江舞子間)の自由周遊区間が1日乗り放題
のフリーきっぷを販売しています。
　また、フリーきっぷを利用される方には、小浜線沿線市町で観光施
設の割引、プレゼントなどたくさんの特典があります。

●販売価格　大人1,000円(子ども半額)
●利用期間　12月29日(金)まで
●発売期間　利用日の1か月前から当日まで
●販売場所　美浜駅･敦賀駅などのみどりの窓口

びわこ･敦賀･小浜フリーきっぷ　

琵琶湖

小浜 上中
三方
美浜 新疋田

近江塩津

近江舞子
米原

京都三ノ宮 大阪

敦賀

【　　　JR自由周遊区間】便利でお得な1日乗り放題　

※お問い合わせ先　JR美浜駅　☎32－0010

出発式でテープカットを行う山口町長(右から2人目)と辻議長(右端)

　直流化開業日にあわせて、三方五湖を巡
る周遊バス「ラムサール号」の出発式が敦
賀駅前で行われ、山口町長や飯島副知事ら
によるテープカットの後、第1便が出発し
ました。
　ラムサール号は、土･日･祝日に1日1便、
午前10時45分に敦賀駅前を出発し、レイ
ンボーラインや三方五湖遊覧船、縄文博物
館などの三方五湖を周遊するコースを運行
します。
　乗車料金は、昼食代や各施設の料金な
どを含めて大人3,980円（小学生以下は
2,980円）となっています。
※お問い合わせ先

　レインボー観光㈱　☎45‐0251

　直流化を機に、より身近になった嶺南地域を県外
の方にPRするため、新快速直通化開業記念事業実
行委員会によるサイクリングイベント「三方五湖ラ
ムサール･ぐるっとサイクリング」が10月29日に開
催されました。
　県内外から集まった約400人の参加者は、町総合
体育館を発着点に三方五湖全域を周遊するコース
(約33㎞)を自転車で走り、さわやかな秋風を受けな
がら三方五湖の美しい景観を楽しんでいました。久々子湖を経由し、日向湖の湖岸道路を快走

町総合体育館を出発する大勢の参加者
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美
浜
１
号
機

美浜発電所の状況

美
浜
２
号
機

美
浜
３
号
機

　今回の報告では、10月16日から11月15日までの

美浜発電所の状況等についてお知らせします。

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中　

（
平
成
18
年
6
月
22
日
〜
）

　

第
21
回
定
期
検
査
中

（
平
成
16
年
8
月
14
日
〜
）

　

今
回
の
定
期
検
査
で
は
、
発
電
所
設
備

全
般
に
わ
た
る
点
検
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
3
号
機
事
故
を
踏
ま
え
2
次
系
配
管

で
１
，
０
３
２
箇
所
の
肉
厚
測
定
と
76
箇

所
の
配
管
取
替
え
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
国
内
外
の
加
圧
水
型
原
子
炉
で

ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金(

イ
ン
コ
ネ
ル
６
０
０)

を
使
っ
た
原
子
炉
容
器
と
配
管
等
を
つ

な
ぐ
溶
接
部
で
応
力
腐
食
割
れ(

※
１)

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
象

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
予
防
保
全
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

第
22
回
定
期
検
査
中

（
平
成
18
年
11
月
1
日
〜
）

　

3
号
機
で
は
、
9
月
21
日
に
原
子
炉
を

起
動
し
、
9
月
26
日
か
ら
試
験
運
転
を
行

　

本
工
事
は
、
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金(

イ
ン
コ
ネ
ル

６
０
０)

を
使
っ
た
溶
接
部
表
面
に
、
溶
接
時
の

熱
の
影
響
が
引
っ
張
り
応
力
と
し
て
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
溶
接
部
表
面
に
高
圧
の
水
流
を
当

て
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
圧
縮
の
応
力
に
変
え
る
工

事(

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
ピ
ー
ニ
ン
グ)

で
す
。

引
っ
張
り
力
を
圧
縮
力
に
変
え
る
こ
と
で
、
応
力

腐
食
割
れ
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
１　

物
体
に
加
え
ら
れ
る
力
を
応
力(

ス
ト

レ
ス)

と
い
い
、
引
っ
張
り
の
応
力･

圧
縮
の

応
力･

ね
じ
り
の
応
力
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の

力
が
残
る
こ
と
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
る
腐
食

を
総
称
し
て
「
応
力
腐
食
割
れ
」
と
い
い
ま

す
。

　

応
力
腐
食
に
影
響
す
る
の
は
、
引
っ
張
り

応
力
で
あ
っ
て
圧
縮
応
力
で
は
腐
食
は
加
速

さ
れ
ま
せ
ん
。

い
運
転
状
態
で
の
点
検
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
10
月
3
日
の
原
子
炉
停
止
後
、
10

月
19
日
に
ま
で
に
停
止
後
の
点
検
が
行
わ

れ
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
全
体
の
健
全
性
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
今
後
の
本
格
運
転
再
開
に
向

け
て
、
機
器
・
系
統
に
必
要
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
保
管
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
格
運
転
の
再
開
は
、
1
号
機

の
定
期
検
査
や
他
の
発
電
所
の
定
期
検
査

の
工
程
等
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
関
係
者

と
の
間
で
、
平
成
19
年
1
月
中
旬
を
目
途

と
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　減肉傾向が認められる箇所は、
計画的にステンレスなど、腐食に
強い材料などに取り替える

高経年プラントの肉厚管理の
考え方（平成16年11月）

ノズル

金属(母材)

気泡を伴う
ウォーター
ジェット

引張応力

溶接部(ニッケル基合金)

【工事イメージ図】

原子炉
容器外

原子炉
容器内

ノズル

配管
溶接部

管台

安全注
入管台

冷却材
出入口管台炉内計装

筒管台

【原子炉容器概略図】
(工事箇所)

配
管
の
厚
み

計算上
必要厚

減 肉

10年
未満

配管外側

配管内側

応
力
腐
食
割
れ
に
係
る

予
防
保
全
工
事

・計算上必要厚さになるまでの余裕
　期間が10年未満になれば毎定期
　検査時に点検

・点検済みの箇所も今後の3回の定
　期検査時に再測定を実施

・未点検箇所は、今後2回の定期検
　査で全数を点検する
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去
る
10
月
31
日
に
、
平
成
18
年
は
あ

と
ふ
る
体
験
の
受
け
入
れ
が
ほ
ぼ
終
了

し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
本
格
的
な
受
け
入
れ
を
開

始
し
、
県
内
外
の
学
校
や
個
人
、
団
体

な
ど
約
２
，
０
０
０
人
の
方
が
美
浜
町

を
訪
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
受
け
入
れ

に
各
団
体
で
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
体

験
に
な
る
か
と
思
考
錯
誤
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
り
、
多
く

の
方
が
美
浜
町
を
訪
れ
、
海
・
山
・
川
・

湖
・
田
と
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
体
験
、

ま
た
民
宿
や
旅
館
に
宿
泊
し
、
数
々
の

思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

▼
初
め
て
の
体
験

　

そ
の
中
で
も
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
「
ボ
ー
ト
体
験
」
と
丹
生
地
区
や
日

向
地
区
で
行
わ
れ
た
「
漁
業
体
験
」
を

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
商
工
観
光
課　

交
流
推
進
室

　
　

若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験

推
進
協
議
会
事
務
局

☎
32
‐
６
７
０
５

交
流
推
進
室
だ
よ
り

交
流
推
進
室
だ
よ
り
　

〜
今
年
の
体
験
受
け
入
れ
を
終
え
て
〜

数
多
く
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
ボ
ー
ト
体
験
」
で
は
、
強
風
や
雨
な

ど
で
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
学
校
も

あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
に
従
い
、
一
所
懸
命
に
小
さ
な

体
で
オ
ー
ル
を
漕
ぐ
小
学
生
の
姿
、
自

分
達
で
励
ま
し
あ
っ
て
の
レ
ー
ス
に
挑

む
姿
が
印
象
的
で
あ
り
、
学
校
や
家
庭

に
戻
っ
て
も
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

い
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ー
ス
終
了
後
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
勝
利
を
分
か
ち
合
い
楽
し

く
話
し
合
う
姿
が
あ
り
、
世
代
や
地
域

を
越
え
た
交
流
が
で
き
、
お
互
い
に
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

漁
業
体
験
で
は
、
普
段
自
分
た
ち
の

身
近
に
な
い
海
を
前
に
し
、
手
で
魚
を

触
る
の
が
気
持
ち
悪
い
と
い
っ
た
様
子

の
子
ど
も
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
手
取
り
足
取
り
教
え

て
も
ら
い
全
員
が
魚
を
捌
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宿
泊
で
は
、
多
く
の
子
ど
も

達
が
民
宿
が
初
め
て
な
の
で
最
初
は
不

安
だ
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
の
食
事
の
準
備
や
後
片
付
け
、

布
団
の
整
理
な
ど
の
行
動
の
中
で
宿
の

人
と
の
会
話
や
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
で
工
夫

し
た
も
て
な
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
「
ま
た
家
族
や
友
人
と
来
た
い
」
や

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
み
た
い
」
と
い
う

声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

一
人
の
先
生
か
ら
は
「
自
分
の
田
舎
を

思
い
出
し
、
心
が
落
ち
着
く
」
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
体
験
を
と
お
し
て

　

何
よ
り
良
か
っ
た
点
と
し
て
、
食
料

生
産
地
と
消
費
者
が
離
れ
て
行
く
時
代

の
中
で
、
美
浜
の
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら

し
や
生
産
者
の
喜
び
や
苦
労
、
ま
た
旬

の
物
や
と
り
た
て
の
新
鮮
な
物
を
美
味

し
く
工
夫
し
た
色
々
な
食
べ
方
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
の

命
の
源
で
あ
る
食
が
、
い
か
に
大
事
か

と
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
理
解
し
て

帰
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

▼
は
あ
と
ふ
る
体
験
の
可
能
性

　

今
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
農
林
水
産

業
も
体
験
内
容
の
対
応
次
第
で
は
大
い

に
集
客
の
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、
交

流
人
口
の
拡
大
や
経
済
効
果
に
貢
献
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
何
よ
り
一
次
産

業
の
深
い
理
解
に
つ
な
が
り
、
販
売
の

拡
大
や
地
域
、
郷
土
、
国
産
品
の
良
さ

が
再
確
認
さ
れ
、
産
地
が
誇
り
や
自
信

を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

▼
新
た
な
交
流･

体
験
に
む
け
て

　

最
後
に
平
成
18
年
の
受
け
入
れ
の
際
、

多
く
の
団
体
ま
た
個
人
の
方
に
先
頭
に

立
っ
て
い
た
だ
き
、
東
奔
西
走
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
で

き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
予

約
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
更
な
る
向

上
の
た
め
に
今
年
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、

地
域
一
丸
と
な
り
訪
れ
る
人
々
が
交
流

を
深
め
ら
れ
る
場
と
し
て
、
再
度
、
美

浜
町
に
行
き
た
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
地
域
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。


